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計画の策定にあたって 

 

 

１ 計画策定の趣旨と背景 

わが国の高齢者人口（65歳以上の人口）は近年一貫して増加を続けており、2020年

（令和２年）の国勢調査では高齢化率は28.8％となっています。また、2025年（令和

７年）にはいわゆる団塊世代が75歳以上となり、国民の４人に１人が後期高齢者とい

う超高齢化社会を迎えることが見込まれます。特に、65歳以上人口は2040年（令和22

年）を超えるまで、75歳以上人口は2055年（令和37年）まで増加傾向が続きます。そ

して要介護認定率や介護給付費が急増する85歳以上人口は2035年（令和17年）まで 75

歳以上人口を上回る勢いで増加し、2060年（令和42年）頃まで増加傾向が続くことが

見込まれます。一方で、生産年齢人口は減少していくことが見込まれています。 

本市において令和５年10月１日時点での住民基本台帳人口は、●●●●●人となっ

ており、高齢化率は23.●％と約４人に１人が65歳以上の高齢者となっています。本市

においても全国的な情勢に違わず、介護保険制度を取り巻く情勢はますます厳しいも

のとなっていくことが予測されます。 

そのため、中長期的な人口動態や介護ニーズの見込み等を踏まえて介護サービス基

盤を整備するとともに、地域の実情に応じて、地域包括ケアシステムの深化・推進や

介護人材の確保、介護現場の生産性の向上を図るための具体的な取組内容や目標を、

優先順位を検討した上で、介護保険事業計画に定めることが重要となります。 

本市では、令和３年３月に策定した「碧南市高齢者ほっとプラン（第８期高齢者福

祉計画・第８期介護保険事業計画）」において、基本理念である「高齢者が安心して

暮らせるあたたかい共生のまちづくり」の実現に向け、さらなる地域包括ケアシステ

ムの充実により、高齢者が“ほっと”できる「安心」と“ホット”な支え合いの「あ

たたかさ」を感じられるような、共生のまちづくりを目指してきました。 

このたび計画期間が満了したことから、国の第９期計画の基本指針に基づき、令和

６年度から令和８年度までの３年間を計画期間とする「碧南市高齢者ほっとプラン

（第９期高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画）」（以下「本計画」という。）を

策定します。 

 

  

（資料２） 
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■地域包括ケアシステムとは 

団塊の世代が 75 歳以上となる 2025（令和７）年を目途に、高齢者が住み慣れた地域で生活

を継続できるようにするため、医療、介護、生活支援・介護予防、住まいが一体的かつ包括的

に提供される社会的な仕組みのことを指します。 

この地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に

基づき、地域の特性に応じて作り上げていくことが必要です。 

 

図表 1-1 地域包括ケアシステムの姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージ挿入〔碧南市独自のイメージ〕 
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◆第９期介護保険事業の基本指針の基本的な考え方 

１．介護サービス基盤の計画的な整備 

① 地域の実情に応じたサービス基盤の整備 

・中長期的な地域の人口動態や介護ニーズの見込み等を適切に捉えて、施設・サー

ビス種別の変更など既存施設・事業所のあり方も含め検討し、地域の実情に応じ

て介護サービス基盤を計画的に確保していくことが必要 

・医療・介護双方のニーズを有する高齢者の増加を踏まえ、医療・介護を効率的か

つ効果的に提供する体制の確保、医療・介護の連携強化が重要 

・中長期的なサービス需要の見込みをサービス提供事業者を含め、地域の関係者と

共有し、サービス基盤の整備の在り方を議論することが重要  

② 在宅サービスの充実 

・居宅要介護者の様々な介護ニーズに柔軟に対応できるよう、複合的な在宅サービ

スの整備を推進することが重要 

・居宅要介護者の在宅生活を支えるための定期巡回・随時対応型訪問介護看護、小

規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護など地域密着型サービスの

更なる普及 

 

２．地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組 

① 地域共生社会の実現 

・地域包括ケアシステムは地域共生社会の実現に向けた中核的な基盤となり得るも

のであり、制度・分野の枠や「支える側」「支えられる側」という関係を超えて、

地域住民や多様な主体による介護予防や日常生活支援の取組を促進する観点か

ら、総合事業の充実を推進 

・地域包括支援センターの業務負担軽減と質の確保、体制整備を図るとともに、重

層的支援体制整備事業において属性や世代を問わない包括的な相談支援等を担

うことも期待 

・認知症に関する正しい知識の普及啓発により、認知症への社会の理解を深めるこ

とが重要 

② デジタル技術を活用し、介護事業所間、医療・介護間での連携を円滑に進めるた

めの医療・介護情報基盤を整備 

③ 保険者機能の強化 

・給付適正化事業の取組の重点化・内容の充実・見える化 

 

３．地域包括ケアシステムを支える介護人材確保及び介護現場の生産性向上 

・介護人材を確保するため、処遇の改善、人材育成への支援、職場環境の改善による

離職防止、外国人材の受入環境整備などの取組を総合的に実施 

・都道府県主導の下で生産性向上に資する様々な支援・施策を総合的に推進 
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２ 計画の性格と位置付け 

（１）根拠法令等 

高齢者福祉計画は、老人福祉法第20条の８の規定による市町村老人福祉計画で、本

市において確保すべき高齢者福祉事業の量の目標を定め、供給体制の確保を図るもの

です。介護保険事業計画は、介護保険法第117条の規定による市町村介護保険事業計

画で、本市における要介護者等の人数、要介護者のサービスの利用意向等を勘案し、

必要なサービス量を見込み、介護サービスを提供する体制を確保する等、介護保険事

業に係る保険給付の円滑な実施に資することを目的としたものです。 

なお、両計画は、密接な関連性を持つことから一体のものとして定めることとされ

ています。 

 

（２）関連計画との関係 

本計画は「碧南市総合計画」、「へきなん地域福祉ハッピープラン」を上位計画とす

る福祉分野の計画であり、「へきなん健康づくり21プラン」、「へきなん障害者ハーモ

ニープラン」等本市が策定する他の関連計画との整合を図って策定しています。 

また、愛知県が策定する「あいち健康福祉ビジョン」等計画との連携を図って策定

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

【 愛知県 】 

 

碧南市高齢者ほっとプラン

（第９期高齢者福祉計画・ 

第９期介護保険事業計画） 

・へきなん健康づくり 21プラン 

・へきなん障害者ハーモニープラン 

（障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画） 

・碧南市子ども・子育て支援事業計画 

・その他関連計画 

整合・連携 

へきなん地域福祉ハッピープラン 

（地域福祉計画） 

碧南市総合計画 

【 国 】 

・国の基本指針 

・各種通知 

・認知症施策推進大綱 

・あいち健康福祉ビジョン 

・愛知県高齢者健康福祉計画 

・愛知県地域保健医療計画 

整合 
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（３）計画の期間 

本計画の期間は、令和６年度から令和８年度までの３年間です。 

現役世代が急減する令和22年（2040年）を見据えた中長期的な視点を持つものであ

るとともに、法制度の改正や社会情勢等の状況に応じて随時見直し・改善を図ること

ができるものとします。 

 
 

令和 
３年度 

（2021） 

令和 
４年度 

（2022） 

令和 
５年度 

（2023） 

令和 
６年度 

（2024） 

令和 
７年度 

（2025） 

令和 
８年度 

（2026） 

令和 
９年度 

（2027） 

令和 
10 年度 

（2028） 

令和 
11 年度 

（2029） 

         

 

  

第９期計画 

2024～2026 第 10期計画 

2027～2029 

第８期計画 

2021～2023 

＜令和 22（2040）年までの見通し＞ 
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３ 計画の策定体制 

（１）計画策定に向けての実態把握 

本計画の策定にあたって、高齢者やその介護者の実態や課題、意見や要望等を把握

するために、一般高齢者（要支援認定者含む）を対象とした「健康とくらしの調査」

及び在宅の要介護認定者、サービス提供事業所、ケアマネジャーを対象とした「介護

保険・福祉に関するアンケート調査」を実施し、計画策定の基礎資料としました。 

【健康とくらしの調査（日常生活圏域ニーズ調査）】 

・調査地域：碧南市全域 

・調査対象者：要介護認定を受けていない65歳以上の高齢者（要支援認定者含む） 

・抽出方法：単純無作為抽出 

・調査時期：令和４年11月 

・調査方法：郵送配布、郵送回収 

対象者 配布数 回収数 回収率 

65歳以上の高齢者 7,500件 5,555件 74.1％ 

 

【介護保険・福祉に関するアンケート調査】 

・調査地域：碧南市全域 

・調査対象者：要介護認定者、サービス提供事業所、ケアマネージャー 

・抽出方法：要介護認定者   ・・・無作為抽出 

      サービス提供事業所・・・全事業所 

      ケアマネージャー ・・・全事業所 

・調査時期：令和５年２月 

・調査方法：郵送配布、郵送回収 

対象者 配布数 回収数 回収率 

要介護認定者 1,000件 461件 46.1％ 

サービス提供事業所 63通 49通 77.8％ 

ケアマネージャー 74通 67通 90.5％ 
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（２）碧南市介護保険運営協議会による検討 

高齢者福祉事業・介護保険事業の運営には、幅広い関係者の協力を得て、地域の実

情に応じたものとすることが求められるため、保健・医療・福祉関係者や介護保険被

保険者の代表者等によって構成する「碧南市介護保険運営協議会」を設置していま

す。 

本計画の策定にあたって、「碧南市介護保険運営協議会」において、各種施策等の計

画内容を協議・検討し、意見や要望の集約を図りました。 

 

（３）パブリックコメントの実施 

より多くの市民の意見を反映させるため、令和●年●月●日から令和●年●月●日

までパブリックコメントを実施しました。 

 


